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指導の
パターン化

読み書き
どこまで？

教科化３年目
今こそ必要な

指導と評価のアップデート

Goals of this Workshop

次の KEYS に沿って、５領域それぞれの指導と評価の改善を考えていきましょう

１. 「聞くこと」
２． 「話すこと[やり取り]」、「話すこと [発表]」
３． 「読むこと」
４． 「書くこと」
〈体験〉 文字指導のためのレディネスを高める
５． 小学校「外国語」における「主体的・対話的で深い学び」の実現



https://www.mext.go.jp/component/a_menu/edu
cation/detail/__icsFiles/afieldfile/2015/04/02/
1356176_14.pdf

そろそろ
「今日のめあて」を

にシフトしません
か？



何を「～する」のか

• コミュニケーションの相手と伝え合うもの（対象 [情報、考え、意見など]）

何のために「～する」のか

• コミュニケーションを行う目的、コミュニケーションによって達成したいこと

どのような条件下で「～する」のか

• コミュニケーションを行う場面・状況・環境など、相手との関係

どういうふうに「～する」ことができればよいのか【学習到達目標】

• コミュニケーションが効果的、適切に行われているモデル、学習のゴールの姿

「～した」ことをどう振り返ることができるか【評価規準・基準】

• コミュニケーションが効果的、適切に行われたかの判断のために参照するもの

各領域で言語活動を行うために設定しておくべきこと
＊「～する」「～した」の部分に領域を当てはめて考える



KEY 1

「聞くこと」

何を、どのように「聞く」のか



外国語
１ 目標
⑴ 聞くこと
ア ゆっくりはっきりと話されれば，自分のことや身近で簡単な事柄について，

簡単な語句や基本的な表現を聞き取ることができるようにする。
イ ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄について，

具体的な情報を聞き取ることができるようにする。
ウ ゆっくりはっきりと話されれば，日常生活に関する身近で簡単な事柄について，

短い話の概要を捉えることができるようにする。

外国語活動
1  目標
⑴ 聞くこと
ア ゆっくりはっきりと話された際に，自分のことや身の回りの物を表す簡単な語句

を聞き取るようにする。
イ ゆっくりはっきりと話された際に，身近で簡単な事柄に関する基本的な表現の

意味が分かるようにする。
ウ 文字の読み方が発音されるのを聞いた際に，どの文字であるかが分かるよう

にする。

小学校学習指導要領（平成29年告示） pp. 156-157

小学校学習指導要領（平成29年告示） p. 173



「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 中学校 外国語 （文部科学省、2020) p. 82



KEY 2

「話すこと [やり取り]」

指導者としてどのような支援を行うか



外国語活動
1  目標
⑵ 話すこと［やり取り］
ア 基本的な表現を用いて挨拶，感謝，簡単な指示をしたり，それらに応じたりする

ようにする。
イ 自分のことや身の回りの物について，動作を交えながら，自分の考えや気持ち

などを，簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え合うようにする。
ウ サポートを受けて，自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について，

簡単な語句や基本的な表現を用いて質問をしたり質問に答えたりするようにする。
⑶ 話すこと［発表］
ア 身の回りの物について，人前で実物などを見せながら，簡単な語句や基本的な

表現を用いて話すようにする。
イ 自分のことについて，人前で実物などを見せながら，簡単な語句や基本的な

表現を用いて話すようにする。
ウ 日常生活に関する身近で簡単な事柄について，人前で実物などを見せながら，

自分の考えや気持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すようにする。

小学校学習指導要領（平成29年告示） pp. 173-174



外国語
１ 目標
⑶ 話すこと［やり取り］
ア 基本的な表現を用いて指示，依頼をしたり，それらに応じたりすることができる

ようにする。
イ 日常生活に関する身近で簡単な事柄について，自分の考えや気持ちなどを，

簡単な語句や基本的な表現を用いて伝え合うことができるようにする。
ウ 自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄について，簡単な語句や基本

的な表現を用いてその場で質問をしたり質問に答えたりして，伝え合うことができ
るようにする。

⑷ 話すこと［発表］
ア 日常生活に関する身近で簡単な事柄について，簡単な語句や基本的な表現を

用いて話すことができるようにする。
イ 自分のことについて，伝えようとする内容を整理した上で，簡単な語句や基本的

な表現を用いて話すことができるようにする。
ウ 身近で簡単な事柄について，伝えようとする内容を整理した上で，自分の考えや

気持ちなどを，簡単な語句や基本的な表現を用いて話すことができるようにする。
小学校学習指導要領（平成29年告示） p. 157



Small Talk



『小学校外国語活動・外国語科研修ガイドブック』（文部科学省） p. 84



アウトプット（output）

統合（integration)

内在化（intake）

理解（comprehension）
Comprehended Input

気づき（noticing）
Noticed Input

インプット（input)L2習得の
プロセス

音声認識力、短期記憶

形式・意味（・機能）マッピング
言語分析力、帰納的学習能力、
仮説形成

仮説検証、試行錯誤

中間言語知識、長期記憶、
自動化



『平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 英語』
https://www.nier.go.jp/19chousakekkahoukoku/index.html



指導者： Look. This is the timetable of our class. 
We study many subjects.
I like music. I can sing well. I can play the recorder.

指導者： How about you? What subject do you like?

児童１： P.E.

指導者： You like P.E.? Nice. Why?

児童１： I like soccer.

指導者： Oh, you like soccer? Me, too. I like soccer.
Can you play soccer well?

児童１： Yes.

指導者： You can play soccer well. That’s great! Thank you, 児童１.

指導者： Hi, what subject do you like, 児童２?

・・・



I enjoyed watching baseball last night.
I’m a member of the baseball club.
I practice baseball every weekend,

but I can’t play it very well.
I wanted to be a baseball player

when I was small [as a child].
I like baseball very much.



What sport do you like?    

I like tennis.    



T:   What sport do you like?
S1: I like tennis.
T:   Oh, nice. You like tennis!





中間指導と支援のしかた

【場面： 「うまく英語で表せなかった表現」を引き出す】

① 児童が部分的な語だけ尋ねた

② 児童が文（表現）全体を尋ねた

「暑い」って英語で何と言いますか？
（How do you say ‘暑い’ in English?）

「体育が好きだけど、夏は外が暑いから嫌だ」って
伝えたかったのに、英語で言えなかった

たレ

ベルの表現を目指す



『平成31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査 報告書 中学校 英語』
https://www.nier.go.jp/19chousakekkahoukoku/index.html



KEY 3

「読むこと」

小学校で求められていることを理解する



（１）「内容のまとまり（五つの領域）ごとの評価規準」を作成する際の【観点ごとのポイント】

〇「知識・技能」のポイント
・「知識」については，小学校学習指導要領「２ 内容〔第５学年及び第６学年〕」の〔知識及び技能〕における「(1) 英語の特徴や
きまりに関する事項」に記されていることを指しており，それらの事項を理解している状況を評価する。

・「技能」について，
－ 「読むこと」は，実際のコミュニケーションにおいて，活字体で書かれた文字を識別し，その読み方(名称)を発音する技能を身に

付けている状況や，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を読んで意味が分かっている状況を評価する。
－ 「書くこと」は，実際のコミュニケーションにおいて，大文字，小文字を活字体で書く技能を身に付けている状況や，音声で十分に

慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写したり， 自分のことや身近で簡単な事柄について，音声で十分に慣れ親し
んだ簡単な語句や基本的な表現を用いて書いたりする技能を身に付けている状況を評価する。

〇「思考・判断・表現」のポイント
・ 「読むこと」は，コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，活字体で書かれた文字を識別し，その読み方(名称)を

発音している状況や，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を読んで意味が分かっている状況を評価する。
・ 「書くこと」は，コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，大文字，小文字を活字体で書いている状況や，音声で

十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写している状況，自分のことや身近で簡単な事柄について，音声で十分
に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いて書いている状況を評価する。

〇「主体的に学習に取り組む態度」のポイント
・ 「主体的に学習に取り組む態度」は，外国語の背景にある文化に対する理解を深め，他者に配慮しながら，主体的に外国語を

用いてコミュニケーションを図ろうとしている状況を評価する。
－ 「読むこと」は，コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，活字体で書かれた文字を識別し，その読み方(名称)を

発音しようとしている状況や，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を読んで意味を分かろうとしている状況
を評価する。

－ 「書くこと」は，コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，大文字，小文字を活字体で書こうとしている状況や，
音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写そうとしている状況，自分のことや身近で簡単な事柄につい
て，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いて書こうとしている状況を評価する。

・ 上記の側面と併せて，言語活動への取組に関して見通しを立てたり振り返ったりして自らの学習を自覚的に捉えている状況に
ついても，特定の領域・単元だけではなく，年間を通して評価する。

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校 外国語・外国語活動 （文部科学省、2020) pp. 30-31



この目標は，活字体で書かれた文字の形の違いを識別し，文字を見てその名称を発

音できることを示している。英語の文字には，名称以外に，語の中で用いられる場合の

文字が示す音がある。例えば，a やc という文字は，/ei/ や /siː/という名称があると
同時に，語の中では /æ/（例：bag，apple）や/ei/（例： station，brave），/s/（例：

circle，city）や /k/（例：cap，music）という音をもっている。この目標における「読み

方」とは，音ではなく，文字の名称の読み方を指していることに留意する必要がある。こ
れは，中学年の外国語活動において，文字の読み方が発音されるのを聞いて，どの文
字であるかが分かるようにすることが目標とされていることを踏まえてのものである。

ア 活字体で書かれた文字を識別し，その読み方を発音することができるようにする。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語・外国語活動編 p. 78

（2）読むこと

小学校「外国語」における「読むこと」の領域の目標



小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語・外国語活動編 p. 78



イ 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるようにする。

この目標は，中学年の外国語活動の「聞くこと」，「話すこと」の学習活動を通して，音声で十分に慣

れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるようにすることを示している。日常生活に関す

る身近で簡単な事柄について，掲示，パンフレットなどから自分が必要とする情報を得たり，絵本など

に書かれている簡単な語句や基本的な表現を識別したりするなど，言語外情報を伴って示された語

句や表現を推測して読むようにすることを示している。

アの項目で示したように，英語の文字には，名称と音がある。児童が語句や表現の意味が分かるよ

うになるためには，当然のことながらその語句や表現を発音する必要があり，文字の音の読み方は，そ

のための手掛かりとなる。したがって，ここで示された目標に関して指導する際には，児童の学習の段

階に応じて，語の中で用いられる場合の文字が示す音の読み方を指導することとする。その際，中学校

で発音と綴りとを関連付けて指導することに留意し，小学校では音声と文字とを関連付ける指導に留

めることに留意する必要がある。
小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語・外国語活動編 p. 78

※小学校外国語科における「五つの領域別の目標」の文末は，「～できるようにする。」となっているが，
「読むこと」のイのみ，「音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現の意味が分かるように
する。」と，文末が「～するようにする。」となっていることに留意する必要がある。また，この目標は，音声
で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現が書かれているものを見て，音声化することを指し
ている。その際には，言語外情報を伴って示された簡単な語句や基本的な表現を，児童が文字の音（語
の中で用いられている場合の文字が示す音の読み方）を手掛かりに，推測して読むようにする。

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 小学校 外国語・外国語活動 （文部科学省、2020) p. 39

小学校「外国語」における「読むこと」の領域の目標



「読むこと」が包括する能力概念として区別しておきたいこと

◆音声化されているかにかかわらず「読んで意味が分かる」ようにすることと、「声に出し
て読む（発音する、音読する）」こと

◆語句や表現に「音声で慣れ親しむ」、「モデルを聞いて真似る、繰り返す」ことと、「文字
を見て、それを音声化する（decoding）」こと

⇒ 少なくとも、（自分で語を選んで空欄を埋めながら）表現全体を書き写したりすることは、
元となる表現に「音声で十分に慣れ親しんだ後で、文字を見ながらさらに言う」という
学習過程を経ていれば、書き写した直後はそれを見て発音できるはず（必ずしも厳密な
decoding ではなく、伝えたい意味を表す表現の記憶による可能性も高い）

⇒ 音声化（decoding）のための指導については、小学校学習指導要領においてもその
how が曖昧なまま

書かれた語句や表現を「声に出して読む」（発音・音読する）ことと、
「それらの意味が分かる」ようにすること



児童の学習の段階に応じて，
語の中で用いられる場合の
文字が示す音の読み方を指導することとする

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語・外国語活動編 p. 78

「音と文字」の対応を
知識として教える

○ ある「音」は、特定の「文字」で
表されることを気づかせる

× ある「文字」は、特定の「音」を
表すことをいきなり指導する



◆ 日本語
 Syllable (≒ Mora) Awareness のように大きな音韻単位

の認識が必要 (Inagaki, Hatano & Otake, 2000)

◆ 英語
音韻構造が複雑であり、大小いずれの音韻単位の認識が

必要 (Scarborough, Ehri, Olson, & Fowler, 1998; etc.)

日本語 (L1) から、英語 (L2) の単語読みに必要な
小さな音韻単位の Awareness の転移可能性は低い

明示的指導の必要性

初期リテラシー獲得に必要な音韻認識レベル

モーラ区切り（CV）

オンセット・ライム区切り（C+VC）



日本語と英語の基本的な音韻単位が異なるために起こる現象

チャンツを言うとき
例えば 「tennis のはじめの音と同じ音で始まる語を言おう！」

という活動の中で
例えば「/p/ から始まる語を言おう！」という活動の中で

特に英語の子音について、
最も小さい「音素」の単位の音を保つ（＝ 保持する）ことが難しく、
後ろに母音を伴うことで
「聞き慣れた」音として記憶してしまうと考えられる

 英語の語を発音するときに、子音で終わる語の後に母音を伴う
 子音連結（consonant cluster）を成す子音の後に母音を伴う

母音挿入（vowel epenthesis）



小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語・外国語活動編 p. 1２６

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語・外国語活動編 p. 84



小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 国語編 p. 79



一緒に体験してみましょう

文字指導のための
レディネスを高める

読み書き技能獲得に必要な技能



「英語情報 Web」
《小学校英語》「音あそび」をしよう！

STEP 8「ターゲットとはじめの音が
同じかな？ ～ 初頭音の認識 ～」

ワークシート8-1 より

https://eigojoho.eiken.or.jp/lesson/427/



「英語情報 Web」
《小学校英語》「音あそび」をしよう！
STEP 8「ターゲットとはじめの音が
同じかな？ ～ 初頭音の認識 ～」

ワークシート8-2 より

https://eigojoho.eiken.or.jp/lesson/427/



KEY 4

「書くこと」

小学校で求められていることを理解する



ア 大文字，小文字を活字体で書くことができるようにする。また，語順を意識しながら音声
で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写すことができるようにする。

この目標は，大文字及び小文字を正しく書き分けること，語順を意識しながら，語と語の区切
りに注意して，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を書き写すことができる
ようにすることを示している。

文字を書く指導に当たり，大文字，小文字を活字体で書かせる際には，「a，c，e」，「f，l」，「g，
y」など文字の高さの違いを意識させたり，「p，q」，「b，d」など紛らわしい形などを意識させた
りするなど，指導の工夫をする必要がある。また，Aa からアルファベット順に指導すべきものと
考えるのではなく，どの文字から書く指導をした方が児童にとって効果的であるかを考えること
も大切である。例えば，A，H，I などの左右対称の文字，Cc，Jj，Kk などの大文字と小文字の形
がほぼ同じ文字等，文字の形の特徴を捉えて指導するなど工夫することが大切である。

また，「語順を意識しながら」としたのは，“Sakura pushed Taku.”を，“Taku pushed 
Sakura.”と語の順序を替えれば，意味が大きく異なってしまうように，英語では意味の伝達に
おいて語順が重要な役割を担っているからである。なお，児童に英語の文構造を理解させるた
めに，語の配列等の特徴を日本語との比較の中で捉えて指導を行うことも有効である。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語・外国語活動編 pp. 81-82

（5）書くこと

小学校「外国語」における「書くこと」の領域の目標



イ 自分のことや身近で簡単な事柄について，例文を参考に，音声で十分に慣れ親しんだ
簡単な語句や基本的な表現を用いて書くことができるようにする。

この目標は，英語で書かれた文，又はまとまりのある文章を参考にして，その中の一

部の語，あるいは一文を自分が表現したい内容のものに置き換えて文や文章を書くこと

ができるようにすることを示している。

例えば，名前や年齢，趣味，好き嫌いなど自分に関する事柄について，英語で書かれ

た文，又はまとまりのある文章の一部を，例示された語句，あるいは文の中から選んだも
のに置き換えて，自分に関する文や文章を書く活動が考えられる。その際，例示された
中に児童の表現したい語句，又は文がない場合は，指導者が個別に書きたい語句を英

語で提示するなど，児童の積極的に書こうとする気持ちに柔軟に対応する必要がある。

小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 外国語・外国語活動編 p. 82

小学校「外国語」における「書くこと」の領域の目標



文のはじめは「大文字」になっていますか？
 文のおわりには「. （ピリオド）」がついていますか？
 場所や人の名前、地名などのはじめは「大文字」になっていますか？
 語と語の間にはスペースがあいていますか？ ⇒ n や o が1つ分（以上）
 語はキュッとまとまっていますか？ ⇒文字が重なったり、くっつくのとは違う
 ４線のルールに従って書いていますか？
・・・

 文のはじめは「大文字」で書いている
 文のおわりには「. （ピリオド）」をつけている
 場所や人の名前、地名などのはじめは「大文字」になっている
 語と語の間にはスペースがあいている
 語はキュッとまとまっている
 ４線のルールに従って書いている
・・・

できることを
ひとつずつ
重ねていくイメージ

「書き写し」後に可能となる「読む」活動

 自分で書き写したものを発音してみる

 書き写したものを友だちに見せながら（指で文字を追いながら）、音声でクイズを出題して

みる

 書き写したものをタブレット上などで共有し、友だちのものを任意に選んで解いてみる（そ

の際、視覚情報を添えるなどの支援を）



◆文字や語、文を書き写すこと

 何のために書き写すのか（目標）を児童と共有する
 文字を書く練習／文字を書いて伝え合う活動
 語を書く練習／語を書いて伝え合う活動
 文を書く練習／文を書いて伝え合う活動
 語の中の特定の文字に焦点を当てる（名称、音）／語全体の形のまとまり

に焦点を当てる（文字間）
 文の中の特定の語に焦点を当てる（発音）／文全体の形のまとまりに焦

点を当てる（語間）

◆文字を書くこと

 まず大まかな形を、大きく書く練習から
 手本から目を離して書いてみる
 空書きでも「くっつくところ」や「大きさの違い」などを意識して
 リズムよく、メリハリつけて
 空でも語（文字のまとまり）を書いてみよう
 紙面に移っても、４線が小さすぎないように。太めの鉛筆で運筆から
 黙って書くのか、何か言いながら書くのか？



◆読むこと

 繰り返し目にしてきた文字のまとまり（sight word）だから、
それ（その語）を見て発音できる

 書き写したばかりの語句や表現だから
声に出して読める（read aloud）

 視覚情報が表す語を言えるから、
綴りを見ながら読める（read aloud）

 読める（read aloud）語句や表現だから、
意味が分かる

 語の発音が分かるから、（そしてローマ字綴りの知識もあるから、）
語の「はじめの音」を取り出して言える



KEY 5

小学校「外国語」における

「主体的・対話的で深い学び」の実現

イメージを再確認しましょう



• 学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連
付けながら、見通しを持って粘り強く取り組み、自己の学習活動を
振り返って次につなげる

主体的な学び

• 子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を
手掛かりに考えること等を通じ、自己の考えを広げ深める

対話的な学び

• 習得・活用・探究という学びの過程の中で、各教科等の特質に応じ
た「見方・考え方」を働かせながら、知識を相互に関連付けてより
深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして
解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう

深い学び

質の高い学びの実現に向けた３つの視点

「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編」 p. 78



https://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/learning-compass-2030/OECD_Learning_Compass_2030_concept_note.pdf



• 学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けながら、見通し
を持って粘り強く取り組み、自己の学習活動を 振り返って次につなげる

主体的な学び

• 子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を 手掛かりに考えるこ
と等を通じ、自己の考えを広げ深める

対話的な学び

質の高い学びの実現に向けた３つの視点

Agency 
• エージェンシーとは、自分の人生および周りの世界に対して良い方向

に影響を与える能力や意志を持つことを示す。

• エージェンシーを最大限に発揮するために生徒は基礎的なスキルを
身につける必要がある。

• 生徒エージェンシーの概念は文化に応じて多様であり、また生涯にわ
たって発達していく。

• 共同エージェンシーとは、生徒が、共有された目標に向かって邁進で
きるように支援する、保護者との、教師との、コミュニティとの、そして生
徒同士との、双方向的な互いに支え合う関係として定義される。

Student Agency for 2030 仮訳 p. 3
https://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/student-agency/OECD_STUDENT_AGENCY_FOR_2030_Concept_note_Japanese.pdf



OECD Future of Education and Skills 2030, Conceptual Learning Framework, Student Agency 2030, pp, 9, 11
https://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/student-agency/Student_Agency_for_2030_concept_note.pdf 

日本語版



OECD Future of Education and Skills 2030 Concept Note pp. 9, 11
https://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/student-agency/Student_Agency_for_2030_concept_note.pdf 

8
若者が主導し、大
人とともに意思決

定を共有する

若者がプロジェクトを主導し、意思決定は若者と大人の協働で行
われる。プロジェクトの進行や運営は若者と大人の対等な立場で
共有される。

7
若者が主導し、方

向性を定める

若者が大人の支援を受けてプロジェクトを主導し、方向性を定め
る。大人は意見を求められたり、若者が意思決定しやすいように指
針やアドバイスを与えたりするが、 最終的にすべての意思決定は
若者が行う。

6
意思決定を大人・
若者で有しながら、

大人が導く

大人が進め、主導するプロジェクトの意思決定の過程に、若者も
参画する。

5
生徒からの意見

を基に大人が導く

若者はプロジェクトの設計に関して意見を求められ、その結果につ
いて報告を受けるが、大人がプロジェクトを主導し、意思決定を行
う。

4
若者に特定の役
割が与えられ、伝

えられるだけ

若者には特定の役割が与えられ、若者が参加する方法や理由は
伝えられているが、若者はプロジェクトの主導や意思決定、プロ
ジェクトにおける自分たちの役割に関する判断には関わらない。

3
形式主義・形だけ

の平等

大人は若者に選択肢を与えているように見せるが、その内容ある
いは参加の仕方に若者が選択する余地は少ない、あるいは皆無
である。

2 お飾り 主張を助ける、あるいは勢いづけるために大人が若者を利用する。

1 操り
主張を正当化するために大人が若者を利用し、まるで若者が主
導しているかのように見せる。

0 沈黙
若者が貢献できると若者も大人も信じておらず、大人がすべての
活動を主導し、すべての意思決定を行うのに対して若者は沈黙を
保つ。

共同エージェンシー
の段階

「Student Agency for 2030 仮訳」p. 3 を元に改編
https://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/student-agency/OECD_STUDENT_AGENCY_FOR_2030_Concept_note_Japanese.pdf



エージェンシー

• エージェンシーとは、自分の人生および周りの世界に対して良い方向に影響を
与える能力や意志を持つこと。

• エージェンシーを最大限に発揮するために生徒は基礎的なスキルを身につけ
る必要がある。

• 生徒エージェンシーの概念は文化に応じて多様であり、また生涯にわたって発
達していく。

• 共同エージェンシーとは、生徒が、共有された目標に向かって邁進できるように
支援する、保護者との、教師との、コミュニティとの、そして生徒同士との、双方
向的な互いに支え合う関係として定義される。

主体的・対話的で深い学び

• 「主体的な学び」： 学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向
性と関連付けながら、見通しを持って粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り
返って次につなげる

観点別評価の１つの観点： 主体的に学習に取り組む態度
• ① 知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりす

ることに向けた粘り強い取組を行おうとしている側面

• ② ①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面



Assessment of Learning
「学習の評価」

 総括的評価

Assessment for Leaning
「学習のための評価」

 形成的評価 (informal / formal)

Assessment as Learning
「学習としての評価」

 形成的評価のうち
「学習者としての自分」の理解を強調、
メタ認知能力を高める

学習と評価の考え方



Assessment for learning

1.   is part of effective planning
2.   focuses on how students learn
3.   is central to classroom practice
4.   is a key professional skill
5.   has an emotional impact
6.   affects learner motivation
7.   promotes commitment to learning 

goals and assessment criteria
8.   helps learners know how to improve
9.   encourages self-assessment

10.  recognises all achievements

10 principles

http://www.hkeaa.edu.hk/DocLibrary/SBA/HKDSE/Eng_DVD/doc/Afl_principles.pdf



「Assessment for Learning」 に必要な情報を得るために

Assessment 
for 

Learning
Observing

Listening

Effective 
Questioning

Discussing

Reviewing the 
learners’ work in 

progress

 「良い学び」を到達目標に照らし合わせて具体的に示し、学習者と共有する
 自己評価のための具体的な観点を分かりやすく示す
 学習者が自分の学びや思考を確認するための問いを段階的に提示し、

その過程を導く
 学習者に考える時間を与え、振り返りや疑問を言葉で表すように促す
 学習者が相互に問いかけながら高め合い、理解し合える雰囲気を作る
 学習における曖昧さや不安への耐性を高められるように支援する

Feedback
Clear Success 

Criteria

Shared 
Learning 
Intention

Self / Peer / 
Teacher 

Evaluation
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